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時代に即した新しい方法論にて企業のスポーツ事業の構想策定を支援

アビームコンサルティングの提供価値
アビームコンサルティングでは、「コトビジネス」の事業構想策定支援を数多く行っており、それらの知見に基づく、新しい事業構想策定方法論を開発
しました。本方法論に基づく事業構想策定支援サービスを御活用いただくことで、質の高い、既存事業のリノベーション計画書または新規事業の事
業計画書をクイックに完成することができます。

サービス（方法論）の特徴
従来のような3C（Customer, Company, Competitor）を中心とした分析ではなく、コトビジネスにフィットした「SET（Sympathy, Ecosystem, 
Time）」をベースに、事業構想に必要な要素を詳細に分析します。そこで得られた示唆を、「価値創造フレームワーク」の枠組みで整理することで、事
業の骨格を定めます。その上で、共感を呼ぶ「カスタマイズドストーリー」を描き、顧客視点から見た事業のあるべき姿（実現したい姿）を設定した上で
具体的手段を検討します。

Sports Business Planning Service
-コト時代の事業構想策定サービス-

競争優位の持続が難しく事業の短命化が著しい近年では、大胆な事業リノベーション及び新規事業創出を絶え間なく
行うことが求められています。一方、スポーツビジネスをはじめとするコトビジネスの構想策定においては、従来の方法論
が適用し難くなっています。
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［コトビジネスに対する従来の方法論の限界］

コトビジネスにフィットした
新しい観点・思想による
方法論が必要

例：3Cフレームの
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アビームコンサルティングのコト時代の事業構想策定モデル従来の事業構想策定モデル（一例）
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特徴①
「SET」による分析
Sympathy（共感するもの）
Ecosystem（組めるもの）
Time（奪う時間）

特徴②
「価値創造フレームワーク」
による事業骨子づくり
奪う時間、共感ポイント、
自社/他社コンテンツ

特徴③
顧客視点による

カスタマイズドストーリー化

市場の垣根が緩く、また高度なニーズで成り立つコトビ
ジネスでは、旧来の市場単位で定量的なデータのみを分
析しても有用な結果が得られない

スピードがビジネスの成功要因の一つとなる現在の事業
環境ではエコシステムの構築が重んじられており自社の
特徴のみを分析するだけでは不足

コトビジネスの競合は、同市場内に留まることが少なく、
”競合”という概念を再定義する必要がある
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活用するフレームワーク
SET分析では「共感されるものは何か」「誰と組むべきか」「どの時間を奪えるか」の観点で構成されます。
価値創造フレームワークは「誰のどの時間に、どういった共感ポイントを、どのように提供するのか」という枠組みです。

導入アプローチ
通常は約3ヶ月で、事業構想が完成します。その後、さらに3ヶ月で、消費者調査による仮説検証や、事業性判断、実行までのロードマップ策定を行い
ます。サービス開始から、6ヶ月後にはリノベーション計画書または新規事業計画書が完成します。

プロジェクト推進体制
アビームコンサルティングの専門コンサルタントが主導となり、プロジェクトを推進します。また、クライアント企業様にも積極的にミーティングに参加
いただき、自社の想いやアイディアを語っていただきます。双方が協力し合う、この体制でプロジェクトを進めることで、要点を抑え、かつクライアント
企業様の意志がこもったリノベーション計画書または新規事業計画書が完成します。

www.abeam.com

© ABeam Consulting Ltd., All Rights Reserved.

SET分析 価値創造フレームワーク

SET分析から
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フェーズ1. 事業構想の策定（3ヶ月）
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フェーズ2. 仮説検証・実行計画の策定（3ヶ月）
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クライアント企業様体制

クライアント企業様
コアメンバー：3～4名専門コンサルタント：3～4名

定例会開催による
プロジェクト推進

ありたい姿、自社の想いの
検討・共有

方法論に基づく分析・整理
会議ファシリテーション
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アビームコンサルティング体制
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●誰の
・ヤングファミリー
・定年後
・ビジネスマン
・OL
・子ども etc.
●どの時間
・平日夜間
・週末日中
・通勤中
・特定の季節 etc.

●価値のベース
・「楽」
・「癒」
・「清清しさ」
・「意欲の向上」etc.
●共感ポイント
・「一瞬にかける努力」
・「成長を見守りたい」
・「女性だってアクティ
ブにいきたい」
・「健康美を目指す生
き方」etc.

●ハード
・土地
・施設
・器具 etc.
●ソフト
・ネットワーク
・顧客基盤
・ブランド
・ノウハウ
・コンテンツ
・特許 etc.
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